
警堺㌧2ぎ　’

郵ジ∵　　’

　　＼　　　　　　　　　　　　、＼

！φ

ぐ　ソ

ご

；

J

t’㌧　yl　ρrfレ”1’酬至s画　v《肺
i

　　　　　　　　　　　1．

’　現場’・　1ンク
　　　　　　　　　　　　／　　1

，、　　　、　　　　　丸

　　　　　　　　　　　　　　　x・試験の扇的　　ずべで，．欝邊物が外力に鈎して十公安

登である9dめには，構邉物のどの部分屯，設計上必妻で
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

多ると考えちれる強度より小さい竜のであつてはならな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ
い。一部分でも，設計強度より弱い部公ができると，講
　　　　　　　　孝

　／勘はこの部分に麦醗れて・結局躬い柳となつてし

　　二部のである・x　炉　　，一゜
　　　鋼とかそq他工場の完備しt、こ設備の屯とで作られる材、

一灘轟塑欝壕鰐隷認：墜懲禦k
A　・ところが，コソクリド潟ま，セ、メソF，水，砂，砂利な

呈　rfどの材料を現場において，適當な割合で配合して造るも

　　のであるから，コソクリrトの性質を支配するこれらの
　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lぢ

　　材料およびその配合を常に一定にして，r－eeなコソクリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　tFトを造るということ絃非常にむつかしいのである。　／

　　　例えばそめ申でも　コソクリPトの強度と最毛重要な
　1
八關舩つ水とセ轡との割合につ区見ても・齢嘘現場配舘換凱で用いeこζ嘩ましいが・と総

　　／する時の砂や砂利の駄態は常に一定ではなく，含水量ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、とて吃できないことであるので，曝鼎耳麹當な図籔材料1、
「ン　：相當な範團で攣動する沌のである。從つて，水を計量すi”の朕態に懸じて配合を攣仙させるこEにな喬のである。じ

，・るときPCIt・砂や砂利の含輝礁じて適當に雄して．この毒鵬現場に拘て・謙な・沙リー・飛〆｝U
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．るためには，非常な手数と相奮の按箭が必要融るので　　加え為ようにしなければ，一様なコソク’り　・一トを造る，こ

　．とは望めない6だまfaま，最近アメリカからエヤーエソ、　　あっそ，相當嚴結にこれらの問鐘と破り組んだとき，ど

い5Vソド’ソクリーゆ蹄隙入さμて・撒・磨　の醸噂果醐待で替力贈い醐幽・餅深帆

縢慰さ菜て錨総撫6㌫耀雛で撫セ痴宇部蜘∴
　　のに，その製品を一様な性質のものにすることができな一　ノ種で砂利は相模川謹～砂は千藁縣小糸川産のものであ．

レ／・・’ということ魔ると便に㍉、搬その他購常に影響　るb＝ソク乳一’嘆⑳方力や’』ソ列岬の軸

　　め大きいエアーを混入するということは，非常に危瞼な　　　さをスラyプで1ノ～2”としa28劫のミキサによつて練

　・e・とである拷えられるの嘩る・それで・現在の躰　りまぜた・、　　”
　　の工事現場ではどの程度一様なコソクリートが造られて　　　9骨材の計量は孕自動装置により・ゼメソトは袋箪位で’

　・いるかま嘩れるかということが重要な課ee　hなつて，　　　投入されるように各材料の1練分の量をきめた。水セメ’　・？

Lf@t土輝會で敬部省瀬研究費の働をうけて，この拗　・y…Lkは40％である・／．一　　　’

∵駆と嚇ることになつtc。　　・　　・臼2回鵬嬢緻御矧張醸試翻の鰍
　　　たまたま・ある工事場からの依鹸をうけて，現場コソ　　1髄をそれぞれ3箇ずつ同じバッチか俸造り・材令匿時と　　1

’，　・Y　e一トの實翻厳行う囎澱られtdので，ζの問　2翻に姻ずつsuし，9c・試磁礁試騨騨鶴J　’i

L．　題について研究を進めたわけである。この工igCま1非常　　　を行つておく。　・　　　・　　、．一一t　　　　　’

　　に嚴楡規格銚とで行繍ているρで・蕉の麟者　e「waの撫第1圖略供試饅砲いて測meした継
．も相當愼重に膝を行つているので，この試験の結果は　果掴で示し幡のであり磯2恥1肋4勧簿

1「驚響難1蝶讐線懸ll蕪簸1熱1灘雛∴
・　　配合のきめX　　とP現場て要求されtt規格は・材令k　　これらあ結菓を結脅するも家璽ようなことがい》う、

…響け騨と岬翠剰で騨る゜”・　”　．：，－」　”1tぼ殖記’噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．、　、t∫一㍉．’，1、，。ri　：1　V”T）：1，：∴・・　1し㌦こ∵誤㌧ン詩繕癩凄、ゴ　　DL，　1　．　　　”E　a，：’　一・♪．

｝　…　吐’　『　∵r””　“∵エ1ジ捨勢騨懲

一，
@’鉱、漕　’ご騨研㌔／羅

　　　！1・．ト，の彊度裁駿＿恐：・～
　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

安隆和゜水野搾ヅ，　、，　　，…∴
　　　　　　　　，tU　　　　　　　　l　　　　lt　　　か1　　・　　　㌔　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　ロ

　　　　　　　蹴支配す硬素は，水郵ジ既輻るカ，ら，嶺が　・・

　　　　　　　＄まり，使串する毛メγ恥の種類がぎまるξ，永セヅソ

　　　　　　　ト，比力1灘ることになる・・從つて・容易に5かつ繊に　“

　　　　　　　コソクリート渉打ち込まれる範園で，水セメゾ｝髭岬密’

　　　　　　＼ゐセメ・ソ・ぺ略薩な林くφく福ことが∴ソン

　　　　　　　リだト工事を纏齊的にすることになゐわけである。　　一一

　　　　　　　これに・使用する骨材1の粒風紬粗骨材の割合によつで．｛

　　　　　　　加減できるρで・この配髄上興謝ずることは・ec

　　　　　　　儲嚇となるわけ聾る・二＿s－、．rl1
　　　　　　　　しかし，最適の細粗骨材を實験蜜できめることがでぎ　　　，t

　　　　　　　母しても鴻らとつ轡・鯛轍る轍ひ鋤翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，

　　　　　　　度の屯のではなく，田によつてヂまた1練りごとに攣化〆

　　　　　　　するものであるやまた，最も大切な奢水量も饗化するこ　（

　　　　　　　1と騨⑰ぺた勘砺る・從つて・．冊榊ムな解

　　　　　　　ラリートを作るためには，できれば1練り毎に示方配合’



騨響姦∵毒磯弓ン〆，1

齢馳 @　｝ユ・　同じパッチからとつた4個の供試燈に
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：。・　／ついての．礎異牽は次のようであるρ（試験回

　　　．数ぎガ　　　　，、・．
t

〆

1騰強度｝曲げ引張蝦

t

’

♂　　　　　、　　　　s卜　　　　　”

【

＼

J上限

下隅

列｛u潤謾
　　　229　　’陶メ

　　　　　　　　　弐

簿麺

7’

　5．8

　0．6　°

　3A3

28°ｨ
4．8－

O，4　’

7日
94qVO

28日・

3Qり80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4．38’　　　　　　　　　　　　　　　　5．43　　　　　　　　　　　　2．77　　　　孕均
・t・＝1・・・・・…

ら　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　M

　　　　、これらの結果から，・塵縮強摩および曲げ引
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　ノ
り一、張強度，それぞれについては材令28泊のも

　　∴の・6‘7日のもρも，季均攣騨を＊・bにナる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・－in @　（1分徴の程度には差があるとはいえないが）tし
　　　　　　　　　　リ　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　i　かし，塵縮強度の方が∫曲げ引張強度め場合

　　　・よぢ亀婁讐異奪§の分散が小さし、ことがわかるo
　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　f

　　　　）　2・日に声つ】醒摩の攣化する駄況

繍
　ー演

　／

tξ・

鱒　　、

屡灘鍔 曲げ引張強変
　（kg／¢m：’）

鵬醗§韻繭襲騨ミ鱒緊§§§§§§§ミミミミ§ミ§襲服、『NN

　、　　　　　　　・第1圖　張度試験結果圓

　　　　　　　　　ノノ

7日

遵3㌃

23◎

28口 7ノ賃 £8鷺！

51も・

39・1、1

億げ塚

籔

　　　　峨セ茅ンts上曝

　、　　　　・　、　下限

　　〆l
　u

ζ　　　辱乙鴬メント上限

　　　　　　　　　下限

337

・48◎

319、

273　　399

164　．242

229、

47．1

34．8

、占∴
41、9

41．5

33．4’

’37．6

44．41

46．3

37、6　　，

　毒鋪

　　　ノ　　　　　　　し　　　　－
＆一一一・nの鞠強度の灘騨．

睡融劇醐騰度
・呵28耳17厩｝2嗣日ご

第2圖　日亭均職度圖

／

軍セメント

．乙セメント

z5．5

13，0、

0920¶ろー 74ハ66

7．0’

6．2

　　　、＝－titS＃pt，　bekni＝．ti－it
〆　　　　これちの結果にづいて検定を行つて見ると

　　　　ず　　
》　　．　ttS　er．，］｛っ七4箇O，　4S均彊度が相當ばらつくが，　1
　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　t

ヒx@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミマ
’・ ?譁∴�cと曲鵬度につ・・ては・それぞれジセメγ吻
，t“” |によつて暢令によつてもその鍵騨醸るとは；
ン噺諦きな・喚屡纈度の方糊げ引張澱より紛t
β　lg轍の穆度がはげしいとレ・うこ乏がいえるよ長である。

∴塩峨これ肋縣殉鐸的な緬群舛は鰍
ひ．．；　eeの勘方・試料めと朔などだ‡つて，どの醸の影
，へ@　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　9　t

徳漕．’，＼・’　☆　　t－，
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　tj　　　　　　　　　1　’　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　ご1　　・t　　．’　　　一一”　’　　～　‘　　　　　　　　“　　　　・　一一
’t，　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xTー　　　　　’　　　　　　1

落　　　　　／　　　　　　・　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

“n　｝　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
｝i・　　　・　　戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
・く㌦・　〆，、，、r　　　　　　　　　　　　　　　r
イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

苧．　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　’

…，　　　　　　　　L　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
よ．　　　，　’

臨露滋1認∴艀∫∵』∴爵，t．，、、．

、

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　・　・　第3圓　日均｝攣異率國’　　　、　＿

響があるかということについての更に騨細な蜜験の結果
　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　ヘ　　　　　　　　　　　ノ

をまたなければならないが，上遮めような條件のもとで

示される彊度鍵化の状況を一癒つかむごとができると思
x　’

つo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

、

評

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…殴

’1畿蕪難鍛灘霧灘蕪蒐鴇脇驚　；じ
　　’｛　　　　　　　　r　　・

☆　　　、　　　　☆　　・．

　　亀

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　　」

　　　　　　L
　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　ボ

　　　1・ノ　レ　　　’　　　・

　　吻　　v　　　　　　　　ノ〆　　　　　　　　　　，　　　　　、　　　う

　　　　　　　　　・　　3r
・　　　　　　　　　“巧；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　3
　　　　　　　　　　詳　　　　　　　　ア

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　
　　　　　　　　　　　　西、ξ
　　　・　　　　，　　　　　　　　　　　　繍
　　　　　　　i・　　、　　　　　∵奪
　　　　＼　　as；　：’　∵雲

　・　　　・　　　．v　　s　・、　ドF　　ゴ噂


